
2階急性期病棟 本田まや・西口藍・髙木知恵

身体抑制を減らすために
～共感的理解による患者目線への感情変化～



厚生労働省
身体抑制の定義

身体拘束とは、一時的に該当患者の身体を拘束し
その運動を抑制する行動の制限のこと
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入院患者総数 Ⅲ以上の患者数

入院患者総数に
対する認知症患者数
３月～７月13.28％
８月～12月11.45％

平均12％





Hospit
（ホスピット）



目的

共感的理解

身体抑制率減少



Ⅲ以上

対象

方法



勉強会資料



身体抑制体験

【倫理的配慮】
・アンケートは無記名とし、個人が特定されないように配慮。調査結果は研究の目的以外には使用しないこととし、
アンケート記載により同意を得た。



ホスピット使用中の写真

患者さんをリアルタイムで見守ることが出来ます



見直し



令和６年３月～７月

73％

令和６年８月～12月

結果 Ⅲ以上の認知症患者に対する抑制対応患者の割合

抑制対応患者数僅差であるが

3.5％増加

76.5％



理解度
100％抑制の三原則



退院までこけて
ほしくない。。

×

不必要！
88％

解除？
不安。。
88％

環境調整

傾聴！

人がいないから目が
行き届かない

お昼は抑制
やめておこう！

こけて、
再骨折したらどう

しよう！



人と思ってもらえて
いないのではないか

動きたいけど
動けない

逃げたい！

なんでこんなこと
されているの？

怖い。。かゆいのに
掻けない



抑制カンファレンスの様子



使用率は低かった

使用方法が分かりにくい
消灯したら見えずらい



考察

はじめる？ 継続？

身体抑制？！



カール・ロジャーズ
本が好きなのかな！

お昼から
散歩に誘ってみよう！

ベッドから

なんで降りようと
したのかな？！

元々どんな生活を
していたのか？

トイレに
誘導してみよう！

共感的理解



解除？
不安。。 不安

解除してみよう！

安心



「弱い立場の人に心を寄せること、
そして、何が大切なのか、何が正しいのか、
どういう未来にしたいのかを考え、
行動することが重要なのだ」

考え続けること

中満 泉さん 「考える人の行動が世界を変える」



結論

抑制カンファレンスシートの見直し

カンファレンスへのリハビリスタッフの参加

身体抑制の勉強会・抑制体験

抑制カンファレンスの活性化
同じ目線・同じ内容で評価

危険予測

身体抑制に疑問？！
患者目線で

考える看護師の増加

共感的理解
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https://psycho-psycho.com/empathic-understanding/


ご清聴ありがとうございました。

本研究にご協力いただいた
すべての皆様に感謝いたします
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